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1「秋田県警察サイバーセキュリティ
� 共同対処に関する協定」を締結

情報通信技術の急速な進展により、インター
ネットは県民生活や地域経済にとって欠かせ
ないものとなっている一方、コンピュータ技術
や電気通信技術を悪用した「サイバー犯罪」が
年々増加し、本県でも公的機関のホームページ
や電子メールへの不正アクセスが確認される
など、その手口は高度化・巧妙化しています。

このため、県内中小企業におけるサイバーセ
キュリテイの意識向上と対策強化を図るため、
3月1日（水）、秋田市の秋田県警察本部におい
て、秋田県警察本部ならびに本会、秋田県商工
会議所連合会、秋田県商工会連合会の4者によ
る「秋田県警察サイバーセキュリテイ共同対処
協定締結式」が開催され、本会より藤澤正義会
長が出席しました。

この協定は、秋田県警察及び経済3団体が、県
内中小企業・団体の情報セキュリティ対策及び
重要情報の流出防止対策を推進してサイバー
空間の脅威の低減を図り、ひいては県民が安心
して暮らせる社会を構築することを目的とし
ており、東北では初の協定締結となります。

今後は、本会を含む協定参加機関が密接に連
携し、中小企業・団体におけるサイバー被害の
未然防止や拡大防止のための啓発活動等に取
り組んでいくこととしています。

－サイバー犯罪（Cybercrime）とは－

　コンピュータ技術及び電気通信技術を悪用し
た犯罪を指し、以下の3種類に分類されます。

① �コンピュータ若しくは電磁的記録を対象と
した犯罪

② �インターネット等のコンピュータネット
ワークを利用した犯罪

③ �「不正アクセス行為の禁止等に関する法律」
に違反する犯罪

［協定書に署名した本会藤澤会長（左）］
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3月8日（水）、本会藤澤正義会長ならびに伊藤
邦夫専務理事、加藤貢事務局長等が東京都の衆
議院議員会館を訪れ、冨樫博之衆議院議員（総
務大臣政務官）に対し、地方創生及び中小企業・
小規模事業者対策に関する要望書を手交し、陳
情・要望を行いました。

藤澤会長は、「県内中小企業の大きな課題は、
廃業による技能・技術の継承ができないこと
であり、事業承継税制の拡充が急務である。ま
た、再生可能エネルギーについては、県内を同
エネルギーの生産拠点とする全国モデルとな
るような積極的な取組が、県内経済活性化の起
爆剤となることから、送電網の整備をお願いし
たい。また、生産性の向上による中小企業の経
営力強化のためにも、『ものづくり補助金』の継
続が必要不可欠である。」と訴えました。

その後、率直な意見交換が行われ、冨樫代議
士からは「事業承継税制については、平成29年
度税制改正において株式の評価方式の見直し
や5人未満企業の雇用要件緩和・生前贈与リス
クの軽減を図っているが、本日いただいた要望
については、衆議院の委員会等へ様々な形で提
案し、政策として実現していきたい。」との前向
きな回答を頂きました。

－要望事項（計6項目）－
1　地方創生について
　（1） �地方創生の一体的な推進及び地方創生交

付金の拡充と恒久化
　（2） 再生可能エネルギー対策の強化
　（3） 奥羽・羽越新幹線の事業化

2　中小企業・小規模事業者対策について
　（1） �革新的ものづくり・商業・サービス開発

支援補助金の継続
　（2） 事業承継税制の拡充
　（3） �消費税の複数税率及びインボイス方式の

再検討

2月28日（火）、野見山浩平日本銀行秋田支店
長が本会へ来会され、本会藤澤正義会長ならび
に伊藤邦夫専務理事と懇談を行いました。

なお、日本銀行秋田支店とは定期的に意見交
換を行っており、今回の懇談は昨年8月以来の
開催となりました。

県内中小企業の経営状況
－売上・収益の動向－

平成29年1月の景況DI値は、対前月比でマイ
ナス11．3ポイントと、全国や東北・北海道地区
と比較して大幅に落ち込んでいる。業種におけ
るバラツキはあるものの、県内中小企業の底上
げを図っていく必要がある。
－設備投資の動向－

本会の中小企業景況調査における設備動向
に関する調査結果では、設備投資を行った企業
は前回調査より4．0ポイント増加しており、3
社に1社強は設備投資を行っている結果となっ
ている。なお、平成28年1月からの四半期毎の
調査では毎回増加しており、本会が秋田県地
域事務局となり実施している「ものづくり補助
金」による効果も着実に現れている。

県内中小企業の雇用・賃金動向
本会の中小企業労働事情実態調査では、全国

平均と比較して
○ �雇用形態別構成は、正社員の比率が6．5ポ

イント高い。

○ 女性の管理職は、1．8ポイント低い。
○ �賃金改定状況は、引き上げた企業の割合

が4．3ポイント高い。
結果となっている。また、平成29年1月の県内の
有効求人倍率（季節調整値）は1．29倍と3か月
連続で過去最高を更新するなど、人材確保のた
め、賃上げを含め改善を図っている状況にある。

また、藤澤会長は、「倒産より廃業する企業数
が多いことが、今後の県内経済に大きな影を落
とす要因であり、事業承継税制を含め抜本的な
対策が必要である。」と述べられ、野見山支店長
からは、「政府からも各金融機関に対し、稼ぐ企
業を増やすために、金融機関と企業の距離を縮
め、コンサルティング機能を十分果たすよう求
められており、その成果に期待したい。」との前
向きな回答がありました。

なお、日銀秋田支店とは今後も意見交換の場
を設け、県内中小企業の動向認識を共有してい
くこととしています。

冨樫博之衆議院議員へ地方創生及び
� 中小企業・小規模事業者対策を要望

県内中小企業の景況動向等について意見交換
� 〜野見山浩平日本銀行秋田支店長が来会〜

［要望書を手交する冨樫代議士（中央左）・
� 藤澤会長（中央右）］

［懇談の様子（右奥：野見山支店長／中央：藤澤会長）］



3

1

2

3

4

5

6

本会では、県内の食品・飲料関連事業者の販
路開拓やビジネスマッチングの機会の創出を
目的に、秋田県ならびに秋田県信用保証協会、
秋田県信用組合、株式会社秋田銀行、秋田市農
産加工品等販売促進協議会、あきた食品振興プ
ラザ等と連携し、アジア最大級の食品・飲料専
門展示会である「FOODEX JAPAN 2017」への
出展を支援しました。

42回 目 と な る 今 回 は、3月7日（火）〜 10日
（金）までの4日間、千葉県の幕張メッセにおい
て開催され、審査を経て採択された県内の食品
関連事業者23社が出展しました。

開催期間中は、延べ82,400人が来場し、本会
をはじめとする各支援機関の職員が首都圏・
海外のバイヤーへ出展者のパンフレットを

配布しながらブースへ誘導し、出展者は、自社
商品のセールスポイントを熱心にアピールし
商談を行うなど、本県の出展ブースは連日活況
を呈しました。

本会では、今後も各支援機関と協力しなが
ら、県内の食品関連事業者の販路開拓に向けた
取組を積極的に支援してまいります。

▶こまち食品工業株式会社（山本郡三種町）
� －出展商品「いぶりがっこ缶」－

缶詰商品を県外向けに出
荷したいため出展し、大手通
販業者との商談に十分な手
応えを感じました。早速サン
プルや見積発送に動き出し
ており、価格面での歩み寄り
が出来れば販路拡大は十分
可能と考えており、出展前にパッケージデザイ
ンを変更した効果も大きかったです。

▶渉水産（男鹿市）
� －出展商品「ぎばささざえ」－

業務用としての販路開拓
を目指し、大手コンビニチェ
ーンや高級スーパーから前
向きなお話をいただいたた
め、契約に結びつけるまでの
フォローをしっかり行いた
いと考えています。また、今
後は衛生管理にも注力して取り組むことで、業
務用の販路展開に一層務めていきたいです。

▶株式会社鈴木青果問屋（横手市）
� －出展商品「山菜水煮」－

首都圏のレストランや卸
売業者を中心に、手応えを掴
むことができました。

国産の山菜が全国的に見
ても非常に少ないことから、
品揃えが豊富な当社の強み
を活かしながら今後の取引
拡大に結びつけていきたいと考えています。

▶株式会社菓子舗榮太楼（秋田市）
� －出展商品「桜咲くさくらゼリー」－

海外バイヤーからの反応
が良く、連日200枚を超える
名刺交換を行うことができ
ました。新たな市場の開拓に
大いに期待しています。

今年度も「FOODEX JAPAN 2017」
� への出展企業を支援

［秋田県ブースの様子］

「FOODEX JAPAN 2017」出展者の声
－本会が直接支援した出展者へ出展の成果・感想をお聞きしました－

　出展期間中に開催された「ご当地お菓子
グランプリ」において、最高金賞を受賞しました。
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景況レポート
（2月分・情報連絡員80名）

景況DI値が2ヵ月連続で後退

※�DI値とは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、
減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。

【概況（全体）】
2月分の県内景況は、前年同月と比較して景況が「好
転」したとする向きが3.8％（前回調査2.5％）、「悪化」が
43.8％（同36.3％）で、業界全体のDI値は－40.0となり、
前月調査と比較し6.2ポイント下回り、2ヵ月連続で後
退した。
全国及び東北・北海道ブロックとの比較では、本県の
景況DI値は、前月に引き続き製造業・非製造業ともに全
国及び東北・北海道ブロックを下回り、低調に推移した。

【業界別の状況】
業界別では、一部のサービス業や建設業では回復傾向
が見られた。一方、木材・木製品や小売業、商店街では景
況感が後退した。なお、全体の景況感は、需要の減退や個
人消費の低迷等により景気回復を感じられない状況が
続いていることに加え、人手不足の慢性化で人件費も増
加傾向にある等、内外の諸要因が経営コストを上昇させ
ていることから、中小企業の先行き不透明感は依然とし
て増大している。 快晴
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【業 界 の 声】　〜製 造 業〜 （回答数：32名　回答率：100％）

食 料 品
（ 菓 子 ）

各地で小正月行事やバレンタインなどがあり、各組合員企業は多忙であった。しかし、天
候が悪いと買い物客も減少し個人消費が低迷することから、売上は厳しい状況である。

繊 維 工 業
（ニ ッ ト）

夏物商品の生産が最盛期に入り、各組合員企業とも前年並みの受注を確保出来た。しか
し、依然として加工賃が上がらず採算性の向上が困難である。

繊 維 工 業
（ 繊 維 ）

気候が安定しないため春物商品の動きが悪く、受注は減少傾向にある。（中央地区）

木材・木製品
（一般製材）

2月は、稼働日数が少ないことや県内の荷動きが悪いことから、売上は減少傾向にある。
（県南地区）

木材・木製品
（素材生産）

生産量は、前月同様に横ばいで推移している。来月から秋田プライウッド第二工場が稼
働することから、合板用素材の在庫は減少すると見込まれる。

印 刷 年度末の需要が若干動いているものの、低価格の発注・受注は改善されておらず、依然
として業況の回復を実感するまでには至っていない。（中央地区）

窯業・土石製品
（生コンクリート）

2月の出荷数量は、前年同月比90.9％で推移した。また、4〜 2月の累計では同92.1％
となった。今年度の出荷数量は約600,000㎥と見込んでいるが、平成29年度は各地区
の資料を参考に想定すると610,000㎥と予想される。

鉄鋼・金属
（ 鉄 鋼 ）

2月は、見積物件が若干の増加傾向にある。しかし、受注の多い組合員企業と少ない企業
との差が出ており、今後も不安定な状況になると考えられる。

一 般 機 器
（金属加工）

受注は全体的に好調に推移している。原材料の価格が上昇しているが、売値への転嫁が
出来ていない状況である。また、依然として短納期が多く対応に苦慮している。

その他の製造業
（ 漆 器 ）

2月は、「犬っこまつり」の協賛行事として「川連漆器総合展示会」や、東京池袋で全国の伝
統的工芸品が一堂に集まる「WAZA展」が開催された。WAZA展では実演の効果もあり、
売上が前年より増加した。しかし、個人で各物産展に参加している方の売上は芳しくな
いようである。今後、新カタログの発刊に伴い、工芸館の商品の入替等を予定しているた
め、川連漆器を広く宣伝し、売上増加に努めたい。

＜全国及び東北・北海道ブロックとの
� 景況DI値の比較＞

秋田県 全　国 東北・北海道

全 体 −40.0 −25.8 −26.4

製 造 業 −34.4 −23.3 −25.6

非製造業 −43.7 −27.7 −26.9

＜景況天気図＞
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【業 界 の 声】　〜非 製 造 業〜 （回答数：48名　回答率：100％）

卸 売 業
（商 業 卸）

売上は、需要の低迷や販売価格の上昇難から前年同月比横ばい、又は減少と回答する組
合員企業が多い。なお、中途採用者を募集しても応募がない状況である。（秋田市）

小 売 業
（クレジット）

2月の総取扱高は、前年同月比で約17％の減少となった。全体的に売上高が減少傾向に
あり、特に衣料品が大幅な減少となった。消費の低迷により、来月の見通しも不透明な状
況である。（大館市）

小 売 業
（花卉小売）

2月の売上は、県内の花卉業界全てがこれまでにない大幅な減少となり、消費が上向きで
あるとは考えにくい。購買意欲の低下や、贅沢品としての傾向があるお花は苦戦し続け
ているのが現状である。

商 店 街 消費者の購買力の低下により、前年同月以上に業況の後退が感じられる。（秋田市）

サービス業
（ 旅 行 ）

2月の売上は、前年同月比で国内旅行は140％、海外旅行は92％で推移した。景気が上向
いているのか、自動車関連・土木関連業種の社員旅行が国内・海外とも増加した。

建 設 業
（管 工 事）

一部の組合員企業に新規工事の受注があったが、全体的に見ると厳しい業況となってい
る。（大館市）

建 設 業
（電気工事）

一般住宅の受注は低調に推移しているものの、公共物件や店舗等の受注工事があった。
（秋田市）

運 輸 業
（トラック）

2月と8月は一番仕事がない時期とされているが、この2月は組合員からの荷物（電子部
品）の紹介があり、前年同月より売上が増加した。軽油価格は前月より50銭下がったも
のの、来月はまた値上がりするとのことで動向に注視している。（中央地区）

その他の非製造業
（砂利採取）

公共工事が減少していることに加え、冬期間になり骨材の動きは鈍くなっている。
（県南地区）

好転 悪化 D.I値【景況DI値の推移［前年同月比］】
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組合税務及び登記・事務手続上の留意点を解説
〜年度末事務セミナーを開催〜

本会では、組合における年度末の事務作業
を適正かつ円滑に行えるよう、3月14日（火）、
秋田市のホテルメトロポリタン秋田において

「年度末事務セミナー」を開催し、会員組合の
役職員58名が出席しました。

セミナーでは、税理士法人福士合同会計事
務所の福士文友税理士より、組合特有の税務
会計のポイントのほか、中小企業の少額減価
償却資産の特例や役員給与の損金不算入など
の税制措置について事例を交えた解説がなさ
れ、本会からも、平成29年度の税制改正の中か
ら、生産性の向上や労働時間の短縮に繋がる
設備投資等のための税制等について情報提供
を行いました。

引き続き、本会指導員より、年度末事務手続
の一連の流れや剰余金処分の方法及び総会議
事録・理事会議事録作成上の留意点、登記申
請事項などについて詳しく説明を行いました。

本号では、組合及び中小企業に関する主要
税制の中から、「役員等の給与の損金不算入」
について、また、年度末事務手続きの中から、
「脱退会員に出資金を払い戻す場合の経理処
理」についてご紹介します。

なお、会計の年度末締切から理事会・通常
総会の開催に至るまでの事務手順につきまし
ては、本号に同封の「組合決算期の事務手順一
覧」にてご確認いただき、ご不明な点がありま
したら本会までお気軽にお問い合わせ下さい。

［�お問い合わせ先］ 
本会　事業振興部　☎018-863-8701 
　　　大館支所　　☎0186-43-1644 
　　　横手支所　　☎0182-32-0891

◆ 役員等の給与の損金不算入（定期同額給与の場合）
　毎年の通常総会において役員報酬の額を決定した後の臨時改定（増額改定、減額改定）につ
いては、やむを得ない場合を除き損金算入が認められない。

　損金不算入額（700,000円－600,000円）×4ヶ月＝400,000円

☞ 期中の臨時改定が認められる場合
　 金融機関との借入金返済のリスケジュール協議において役員給与を減額せざるを得ない場合 等

◆ 脱退会員に出資金を払い戻す場合の経理処理（定款に出資額限度と定めている場合）
［例1］脱退者の持分が出資金を上回る場合（脱退者の持分50,000、出資額20,000）
［例2］脱退者の持分が出資金を下回る場合（脱退者の持分17,000、出資額20,000）

① 年度末の経理処理
［例1］出  資  金 20,000　未払持分 20,000　［例2］出  資  金 20,000　未払持分 20,000

② 総会終了後に、組合員に支払った時の経理処理
［例1］未払持分 20,000　現金・預金 20,000　［例2］未払持分 20,000　現金・預金 17,000
	 出資減少差益 3,000

☞ なお、定款に出資額限度の定めがない場合の処理については、本会までご相談下さい。

［セミナーの様子］

（減額改定の例）



7

支 団 活 レ ー援 体 動 ポ ト

高品質な製品づくりのためのプロセスを学ぶ
� 〜平成28年度第2回研修会が開催（秋田県アパレル産業振興協議会）〜

縫製業における製品の完成度を向上させる
ためには、従業員の技術向上に加え、素材とな
る生地の特性を理解することが重要です。

そこで、秋田県アパレル産業振興協議会（村
田孝治会長）では、2月24日（金）、秋田市のアキ
タパークホテルにおいて平成28年度第2回研
修会を開催し、会員工場の管理者・従業員など
18名が出席しました。

研修会では、素材となる生地に内在する「ス
トレス」の仕組みを把握し、そのストレスを除
去するためのポイントを学びました。

講師を務めたアサヒ繊維機械株式会社の橋
本剛常務取締役は、「生地は、糸→織物→染色仕
上げの各工程を経る過程で、様々な形に引き延
ばされる。生地へのストレスは様々な要因が考
えられるが、時間が経つとストレスはなくなり、
糸や織物は元に戻ろうと作用する。この作用が
製品完成後に起こると製品の歪みにつながり、
高品質な製品にならない。」と持論を展開され、

出席者は、技術以外のポイントについても意識
したものづくりが、他の工場との製品の差別化
につながることを具体的に理解することができ
ました。

当協議会では、今後も「線」でつながる研修会
を開催し、会員の事業推進に向けた活動を積極
的に支援していくこととしています。

● a la carte●アラカルトアラカルトアラカルト
役員改選により、下記の方々が新理事長に選出されましたので、
ご紹介します。新理事長紹介

－是非お知らせ下さい－

　本コーナーでは、会員組合の理事長交代について紹介しています。
　今後、新理事長が選出された場合は、本会総務企画課（☎018-863-8701）までお知らせ下
さい。併せて、組合活動の様子やイベント開催等の情報も是非お寄せ下さい。

 県南自動車整備協業組合（横手市）
� 理事長　赤川　安孝さん

組合員名：大森自動車株式会社
役　　職：代表取締役
改  選  日：平成29年2月10日

主な組合事業：�定期点検整備事業

 大曲の花火協同組合（大仙市）
� 理事長　小松　忠信さん

組合員名：株式会社小松煙火工業
役　　職：代表取締役
改  選  日：平成29年2月22日

主な組合事業：共同受注事業

［研修会の様子］
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション

昨年12月4日（日）に行われた平成28年度中
小企業組合検定試験（主催：全国中小企業団体
中央会／後援：中小企業庁）の合格者が3月1日

（水）に発表され、本県からは以下の3名が合格
されました。誠におめでとうございます。

� （受験番号順・敬称略）
藤野　孝輔（秋田県中小企業団体中央会）
井坂　光希（株式会社商工組合中央金庫秋田支店）
岡村　健太（協同組合秋田卸センター）

本試験に合格し、組合等で3年以上の実務経
験を有する方は、本人の申請により「中小企業
組合士」として認定されます。

中小企業組合士は、事業協同組合等の運営エ
キスパートとしての公的資格であり、本県では
72名（平成29年3月31日現在）が組合事務局や
商工中金等で活躍しています。
「中小企業組合士」・「中小企業組合検定試

験」の詳細につきましては、本会商業振興課（☎
018-863-8701）までお気軽にお問い合わせ
下さい。

平成29年度の協会けんぽの健康保険料率及
び介護保険料率が変更になります。

なお、保険料率の変更時期は、平成29年3月
分（平成29年4月納付分）からとなります。

※ 任意継続被保険者の方は、平成29年4月分
　 （平成29年4月納付分）からとなります。

現行 変更後
健康保険料率（秋田支部） 10.11％ 10.16％
介護保険料率（全国一律） 1.58％ 1.65％

※ �40歳から64歳までの方（介護保険第2号被保
険者）には、健康保険料率に全国一律の介護
保険料率が加わります。

［�お問い合わせ先］ 
全国健康保険協会（協会けんぽ）秋田支部 
企画総務グループ　☎018-883-1841

中小企業組合検定試験合格者が発表
� －本県より3名が合格－

協会けんぽの保険料率が変更になります
� （協会けんぽ秋田支部）

【秋田県】 （4月1日付）
産業労働部（商工関係）の転入出者は次のとおりです。
《転入》　（　）は前職、〈　〉は派遣� 敬称略

◎産業労働部
産業労働部部長待遇（兼）東京事務所長（健康福祉部
参事）� 金子　治生
産業労働部次長（産業政策課長）� 兼子　達弘

◎産業政策課
総合調整主幹（教育庁総務課主幹）� 湯瀬　芳博
主幹（人事課副主幹）� 佐々木　琢
副主幹〈秋田県信用保証協会〉（農業経済課副主幹）
� 髙橋喜代孝
主査（秘書課主査）� 湊谷　晃清
主査（スポーツ振興課主査）� 佐藤　　朋
主査（農業経済課主任）� 渡邉久美子
主事（鹿角地域振興局総務企画部主事）� 田中　寛幸

◎地域産業振興課
主幹〈あきた企業活性化センター〉（企業立地事務所
主幹）� 土屋　和久
主幹（地域産業振興課副主幹）� 加藤　　智
副主幹（学術振興課副主幹）� 加藤　慶美
副主幹〈あきた企業活性化センター〉（産業技術セン
ター技術イノベーション部主任研究員）� 田口　　香

人事異動のお知らせ 副主幹（秋田うまいもの販売課副主幹）� 白川　雅浩
主査（総務課主査）� 西村　淳一
主査（県民生活課主査）� 熊谷　　暢
主査〈秋田大学〉（医務薬事課主査）� 嵯峨　直人
主査（農林政策課主査）� 宮崎　剛志
主査〈あきた企業活性化センター〉（地域産業振興課
主任）� 冨樫可那子
主任（地域産業振興課主事）� 髙橋　祥子
主事（市町村課主事）� 渡辺　亮太

◎地域産業振興課　輸送機産業振興室
主幹（産業政策課主幹）� 松井　信光
副主幹（地域産業振興課副主幹）� 山田　忠綱
主査（地域産業振興課主査）� 武田さやか
主査（名古屋事務所主査）� 飯島　洋幸
主任（地域産業振興課主任）� 鈴木　佳江
主事（地域産業振興課主事）� 保坂　祐樹

◎産業集積課
副主幹（地域産業振興課副主幹）� 三浦　　均
主事（総合県税事務所課税部主事）� 斉藤　　司

◎商業貿易課
副主幹（東京事務所総務企画課副主幹）� 古谷　光孝
副主幹（商業貿易課主査）� 橋本　喜明
副主幹（東京事務所あきた売込み課主査）
� 山崎　　忍
主査（教育庁教職員給与課主査）� 持田亜由子
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主任（商業貿易課主事）� 石田　義治
主事（仙北地域振興局総務企画部主事）� 佐藤　里奈
主事（雇用労働政策課主事）� 菅原　　悠

◎資源エネルギー産業課
主幹（資源エネルギー産業課副主幹）� 進藤　啓介
主幹（資源エネルギー産業課副主幹）� 松島　桂英
主幹（資源エネルギー産業課副主幹）� 松田　光明
副主幹（資源エネルギー産業課主査）� 加賀谷　匠
主査（生活衛生課主査）� 藤井　　隼
主査（資源エネルギー産業課主任）� 堀田井孝弘

◎雇用労働政策課
主幹（医務薬事課主幹）� 船木　文子
主幹（温暖化対策課主幹）� 佐藤　孝司
主査（子育て支援課主査）� 高橋　彩子
技師（秋田技術専門校技師）� 福田　立征

《転出》　〈　〉は派遣� 敬称略

◎産業労働部
農林水産部部長待遇（兼）農業試験場長� 熊谷　　譲
議会事務局長� 赤川　克宗

◎産業政策課
あきた未来戦略課総合調整主幹� 門間　兵悦
市町村課副主幹� 高橋　源悦
交通政策課副主幹� 小松　鋼紀
福祉政策課副主幹� 田仲　節子
総合防災課副主幹� 増村　伸宏
総合県税事務所課税部主事� 佐藤　　涼

◎地域産業振興課
あきた未来戦略課主幹� 佐々木　揚
東京事務所あきた売込み課主幹� 菊地　　拓
観光振興課副主幹� 関口　淳也
人事課副主幹〈美郷町〉� 黒田　逸人
人事課副主幹〈秋田市〉� 高村　和秋
秘書課副主幹� 干場　達和
環境管理課主査� 櫻田　淳二
名古屋事務所主査〈トヨタ自動車〉� 佐藤　直彦
議会事務局主任� 鎌田　　忍
仙北地域振興局農林部主事� 堀越　道十

◎商業貿易課
健康推進課主幹� 小熊　新也
農地整備課主幹� 太田　洋平
総合防災課副主幹� 糸屋　智喜
障害福祉課主任� 嵯峨未羽子
総合食品研究センター企画管理室主事� 髙橋　和美
総合県税事務所納税部主事� 草野　邦俊

◎資源エネルギー産業課
山本地域振興局福祉環境部副主幹� 川原　和志
秋田地域振興局農林部主事� 佐藤　佳介

◎雇用労働政策課
市町村課主幹� 佐藤　良知

温暖化対策課主幹� 鈴木　　仁
監査委員事務局副主幹� 寿松木史栄
移住・定住促進課副主幹� 中嶋由美子
移住・定住促進課主査� 小林　稔幸

【日本銀行秋田支店】 （3月13日付）
（　）は前職� 敬称略
《転入》�
秋田支店長（文書局管財課長）� 吉濱　久悦
《転出》
決済機構局参事役（秋田支店長）� 野見山浩平

【株式会社商工組合中央金庫秋田支店】
（　）は前職� 敬称略
《転出》� （3月17日付）
東京支店書記（営業第二課書記）� 宮原　祐貴

【秋田県中小企業団体中央会】 （4月1日付）
� （　）は前職

◎総務企画部
○副部長兼総務企画課長（総務企画課長）
� 藤田　　実
○総務企画課課長補佐（事業振興部商業振興課課長
補佐）� 齋藤　典昭
○総務企画課主査（事業振興部商業振興課主査）
� 谷口千恵子
○総務企画課主事（事業振興部工業振興課主事）
� 稲葉　　健

◎事業振興部
○副部長兼工業振興課長（工業振興課長）
� 加藤　謙太
○商業振興課長（大館支所長）� 内藤　陽子
○大館支所長（総務企画部総務企画課主査）
� 鈴木　　実
○商業振興課主事（工業振興課主事）� 藤野　孝輔
○商業振興課主事（総務企画部総務企画課主事）
� 深沢さやか
○工業振興課主事（商業振興課主事）� 佐々木貴寛
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現在、総務企画課で経理を担当しておりま
す嶋田と申します。記念すべき中央会職員コ
ラムの第1回を担当させていただきます。

私は、普段は直接的に組合事務局へ出向く
ことは少なく、お会いする機会は少ないので
すが、日々陰から皆様を支えさせていただく
立場で業務を行っています。

さて、今回は、私のプライベートでの趣味
についてお話しします。私は幼い頃から自動
車に興味があり、幼児期はミニカー集め、現
在は時間があればインターネット等で自動
車の走行動画やエンジン音を聴いたりして
癒やされています。

現在の愛車は、自分が誕生した年と同じ年
式の日産スカイラインです。おととし購入し
て以降、晴れた日には友人を乗せて、海辺や
直線道路を気持ちよく走るのが休日の何よ
りの楽しみです。

しかし、長距離ドライブではエンジンが不
調になりやすく、旅先でエンジンがかからな
くなることも多々あり、常に緊張感を持って
運転しています。そういった訳で、もし、観光
地で車が動かず困っている私を見つけまし
たら、救いの手を差しのべていただければ幸
いです。

今年度も職務を遂行するため、日夜全力疾
走する所存です。現在は毎日、秋田銀行の本
店へ経理処理に行っていますので、見かける
ことがありましたら、ぜひ気軽にお声がけ下
さい。

今年度も、どうぞよろしくお
願いいたします。

［記］総務企画課  主事  嶋田  貴裕

本会では、皆様に中央会の職員をより身近に知っていただくため、本号より
「中央会職員コラム」の連載をスタートします。どうぞご覧下さい。
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  中央会職
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【新規採用職員のお知らせ】
　4月1日付で職員を新規採用しました。宜しくお願
い致します。

藤嶋　樹里（ふじしま　じゅり）
【事業振興部工業振興課主事】

花岡　勇斗（はなおか　ゆうと）
【事業振興部商業振興課主事】

岡田　悠（おかだ　はるか）
【総務企画部総務企画課主事補】

【退職職員のお知らせ】
　本会総務企画部総務企画課主幹堀江哉子さんが
3月31日をもって退職致しました。
　堀江哉子さんは39年間にわたり県内の組合・業
界の育成・支援に力を尽くされ、本会の発展に大き
く貢献されました。
　今後益々のご活躍とご健勝をご祈念申し上げます。

「プルタブ・アルミ缶」の回収に
ご協力下さい！

本会では、地域社会貢献活動の一環とし
て「プルタブ」、「アルミ缶」の回収を行って
います。

回収したプルタブ・アルミ缶は「車椅子」
に交換し、介護・福祉施設に寄贈させて頂い
ています。

会員組合・組合員の皆様におかれまして
は、何卒趣旨をご理解いただき、ご協力を賜
りますようお願い致します。

☞ �「プルタブ」、「アルミ缶」とも、一定量が集まり
ましたら秋田市内に限り、本会職員が組合事
務所まで回収に伺います。
 �（「アルミ缶」は、分量により数回に分けて回収
させて頂く場合がありますので、予めご了承
下さい。）

ご不明な点があ
りましたら、本会総
務企画課までお問
い合わせ下さい。

［�お問い合わせ先］ 
本会　総務企画課 
☎018-863-8701
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保険とリース、相続・事業承継のご相談はお気軽にどうぞ！！

北日本ベストサポート
株式会社

TEL.018-883-1888　FAX.018-883-1822
県南営業部　TEL.0187-66-3622　　能代東支店　TEL.0185-58-2116
　酒田支店　TEL.0234-75-3370

URL  http://www.knbs.jp

秋田支店
〒010-0951 秋田市山王2丁目1-43
TEL：018-896-1680

秋田駅から歩いて5分
秋田の食の玄関口

理事長

進藤  政弘

秋田市民市場
akitashiminichiba.com
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